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駅 前 等 再 開 発 特 別 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成２５年６月１０日（月）午後１時　　　　開会

　　　　　　　　　　　　　午後１時４５分　閉会　　　　　　　　　

１．場所

第二委員会室

１．出席委員
委 員 長 藤浦雅彦  副委員長 渡辺慎吾  委　　員 大澤千恵子
委　　員 上村高義  委　　員 弘　　豊  委　　員 森 西 　 正

　　委   長 三好義治 

１．欠席委員
なし


１．説明のため出席した者
副市長　小野吉孝
都市整備部長　吉田和生
同部次長兼都市計画課長　土井正治
都市計画課参事　嘉戸善胤　同課参事　品川明輝

１．出席した議会事務局職員
事務局局次長　藤井智哉　　　同局主査　田村信也

１．案件
吹田操車場跡地まちづくりについて
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（午後１時　開会）

○藤浦雅彦委員長　ただいまから駅前等

再開発特別委員会を開会します。

　まず、理事者から挨拶を受けます。

　小野副市長。

○小野副市長　駅前等再開発特別委員会

をお持ちいただきありがとうございます。

　本日の案件は、次第にもございますよ

うに、当初の吹操跡地の最初の課題でご

ざいました吹田貨物ターミナル駅調整会

議の設置につきまして、ご説明申し上げ

ますので、よろしくお願い申し上げます。

○藤浦雅彦委員長　挨拶が終わりました。

　本日の委員会記録署名委員は、上村委

員を指名します。

　それでは、吹田操車場跡地まちづくり

について、説明をお願いします。

　吉田都市整備部長。

○吉田都市整備部長　本日は本委員会を

開催いただきまして、ありがとうござい

ます。大変お忙しいときではございます

けども、どうぞ、きちっと説明させてい

ただきますので、どうぞよろしくお願い

いたします。

　今回、ご説明を申し上げます内容につ

きましては、吹田貨物ターミナル駅調整

会議の設置についてでございます。

　平成１８年に締結いたしました吹田貨

物ターミナル駅（仮称）建設事業の着手

合意協定書とあわせて締結いたしました、

吹田貨物ターミナル駅（仮称）調整会議

の設置に関する覚書に基づき、本調整会

議を設置するものであります。

　本調整会議は、吹田貨物ターミナル駅

開業後の貨物取扱量の実績報告などをは

じめ、具体的な課題について継続的に協

議調整することを目的といたしまして、

６月６日に関係機関により、第１回調整

会議を開催いたしてまいったところであ

り、その内容についてご報告させていた

だきます。

　詳細につきましては、この後、担当参

事よりご説明をさせていただきますので、

どうぞよろしくお願い申し上げます。

○藤浦雅彦委員長　品川都市計画課参事。

○品川都市計画課参事　それでは、配付

しております資料をもとにご説明させて

いただきます。

　お手元に配付いたしております資料は、

平成１８年２月に本市、吹田市及び日本

貨物鉄道株式会社関西支社の三者にて締

結した、吹田貨物ターミナル駅調整会議

の設置に関する覚書であります。

　覚書には、吹田貨物ターミナル駅の開

業日から３か月以内に調整会議を設ける

こととなっており、吹田貨物ターミナル

駅が、去る３月１６日に開業しましたの

で、６月６日に第１回目の調整会議を開

催しました。

　この調整会議は、貨物取扱量の実績報

告等をはじめ、具体的課題の調整等を行

うための組織を設置することを目的とし

ており、主な議題は年間取扱量の実績報

告や、吹田貨物ターミナル駅専用道路を

通行する貨物関連自動車の通行台数の状

況報告等になっております。

　覚書にありますとおり、本調整会議に

は本市及び吹田市は各２名以内の住民代

表を会議に出席させることができるとなっ

ており、今後、本市におきましては、Ｊ

Ｒの北と南で１名ずつの住民代表の方に

出席依頼を行っていく予定をしておりま

す。

　なお、第１回目の調整会議は、今後の

運営方法等を話し合う会議であったため、

住民代表の方には出席をお願いしており

ません。

　今後の予定についてでございますが、

基本的には、年１回の開催を予定してお

り、年間取扱量等の報告を受けることに
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なります。本年度は、鉄道・運輸機構に

よる環境アセス、事後監視の調査が行わ

れますことから、報告がまとまる８月下

旬を予定しております。

　調整会議における資料、議事録等は、

ＪＲ貨物のホームページでも公開される

ことになっておりますが、第１回目の調

整会議は今後の運営方法等を話す会議で

あり、資料の表記方法についても話し合っ

た上で、現在、修正中であるため修正で

き次第、本委員会へも資料提供を行って

まいりたいと考えております。

　調整会議については以上でございます

が、覚書とは別に、参考配付といたして

おります資料に対してご説明させていた

だきます。

　まず、「ＪＲ貨物主要５駅の貨物取扱

量の推移」につきましては、毎年、本委

員会に配付させていただいております資

料でございます。ＪＲ貨物より平成２４

年度取扱量を反映した資料の報告があり

ましたので、本日、配付させていただい

ております。

　また、もう１点は、吹田操作場跡地ま

ちづくり事業のパンフレットを更新しま

したので、お手元に配付させていただい

ております。大きな変更点は、ＪＲ岸辺

駅前広場の東側街区、図面上３．１ヘク

タールと記載されている箇所でございま

す。以前のパンフレットのコピーも一緒

に挟んでおりますが、以前は街区の間に

区画街路が入っており、０．９ヘクター

ルと２．１ヘクタールに分かれておりま

したが、保有地の大街区化を目的に区画

街路を廃止しております。

　丁度、以前のパンフレットの在庫が底

をついており、内容の更新とあわせて印

刷しましたので、改めて配付させていた

だいております。

　以上で、私からの説明を終わらせてい

ただきます。

○藤浦雅彦委員長　説明が終わりました。

この際、質問がありましたらお受けいた

します。

　弘委員。

○弘豊委員　そうしましたら、質問させ

ていただきます。

　最初に吹田貨物ターミナル駅の調整会

議の設置についてでありますけれども、

これは以前の委員会でも、私のほうから

尋ねさせていただいたことがあったかと

思うんですが、貨物ターミナルの取扱量

ですね、以前に決められている問題、き

ちんと守られているくのかどうか、しっ

かりとこの会議の中でも検討していただ

きたいというふうなことも言ったと思う

んですけれども、覚書の中では吹田と百

済に梅田貨物からの分が分かれていくと

いうふうなことだというふうに思うんで

すけれども、大阪貨物ターミナル駅の貨

物扱量はですね、梅田がなくなりますか

ら、この中で一番大きくなるということ

であります。

　若干、市民の方から大阪貨物のほうに

取扱量がふえていくようなことになるん

じゃないかというふうなことをご指摘、

ご意見受けたりしているんですけれども、

そうしたものもあわせて、ここで話し合

うことができるのかどうか伺っておきた

いと思います。

　また、貨物取扱量以外の部分でですね、

ほかの点でのさまざまな影響についても、

この調整会議の中では諮られるのかとい

うふうなことも含めてお聞きしておきた

いと思います。

　それからもう１点、後からも説明受け

ました、ここのプロジェクトの地図の修

正についてなんですが、この修正箇所の

部分で少し気になることがあってお聞き

しておきたいと思います。
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　以前、ここで道路とした扱われていた

部分が、今回はなくなりましたよという

ふうな説明であります。たしかここ岸部

中岸部南１号線、地下道が北へ抜けて、

今、この北側のところが斜路付階段が工

事がされると説明は受けたかというふう

に思うんですが、実際に工事がやられて

階段ができた後ですね、私も通らせてい

ただいたんですが、以前の説明を受けた

ときに、私のほうからは、あそこが、や

はり車いすであったりとか、電動カート

であるとか、そういったものがきちんと

通れるような、そういう構造にしてほし

いというふうなことも意見として申し上

げたんですが、今の状況では、とてもと

てもそういうふうなものは通れないとい

うふうな形になっております。

　吹田の方でしたらですね、自由通路の

橋上のほうを通れる。通っても、そんな

に影響は少ないけれども、摂津の方が迂

回をしてずっと回られている方にとって

は、さらに不便になるというふうなこと

があると思うんですけれども、そうした

ことが今の工事の中でですね、伝えるこ

とができなかったのかどうか、その点、

確認のためお聞きしたいと思います。

○藤浦雅彦委員長　それでは答弁をお願

いします。

　品川参事。

○品川都市計画課参事　それでは、ただ

いまの弘委員のご質問に答弁させていた

だきます。

　まず、１点目の今回、吹田貨物ターミ

ナル駅開業に伴いまして、もともとの覚

書の中で吹田貨物ターミナル駅と百済駅

に半分ずつの機能を移転するということ

になっておりますけれども、それの関連

での大阪貨物ターミナル駅の取扱量がふ

えていかないのかどうかという点と、そ

れが調整会議の議題に入ってくるのかと

いうご質問だったかと思います。

　基本的には、大阪貨物ターミナル駅、

参考配付させていただいております貨物

取扱量の推移の中でも、ほぼ微減しなが

らの横ばいというようなことでは、今、

大阪貨物ターミナル駅の取扱量も推移い

たしておるところでございます。

　この中で、やはり貨物の動き、どこで

発生してということがございますので、

必ずしも絶対ふえないということはもち

ろんないとは思うんですけれども、基本

的には梅田の分が吹田と百済に振り分け

られていくというようなことで、今後も、

その推移を見守っていくということで、

大阪貨物ターミナル駅の取扱量も含めて、

この会議での報告を受けることになって

おります。

　どうしても、その大阪貨物ターミナル

駅が明らかに大きな変動等が行うようで

あれば、それはそれでまたＪＲ貨物のほ

うに申し入れていくことになってくるか

と思っております。

　続きまして、３点目のパンフレットの

部分につきまして、岸辺駅の北側の、も

ともと地下道があった部分が斜路付階段

にかわっている分についてでございます

けども、こちらのほうにつきましては、

どうしても保留地の大街区化とあわせて、

自転車の通行が岸辺の北側の地元地区内

に多いというような形で、自転車通行を

ほかの道路に回していこうということも

含めて、今回の地下道の廃止を含めて斜

路付階段ということを設置いたしており

ます。

　その中で、もともとＪＲ岸辺駅の橋上

通路、自由通路というのが、もともとな

かったところに、今はまだ現在工事中で

はございますが、エレベーター等も、こ

の秋には設置されるということで、車い

す等につきましては、ＪＲ岸辺駅のほう
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が回れるということで、こちらのほう回っ

ていただくということで、こちらの工事

を進めていっておりますので、そういう

ことで、ご理解をお願いいたします。

○藤浦雅彦委員長　土井次長。

○土井都市整備部次長　それでは、２点

目の協議のテーマについてでございます

けれども、この会議の目的につきまして

は、貨物の取扱量の監視、それと貨物専

用道を走る車の監視という形の中で設置

されたものでございます。

　その中で、報告を受けてきっちり監視

されているというのを確認していく会議

だというふうに考えております。

　例えば、騒音であるとか、日々いろい

ろと貨物駅の開業に対する苦情等もある

と思いますけれども、これらにつきまし

ては、この会議の中でというよりもです

ね、日々、ご連絡いただいて、すぐに対

応していくべき話だと思っております。

　この中で、特にその会議の内容ができ

るかできないかというのは、まだ具体的

にどういう問題が出てくるかというのも

わからないという形もありますので、我々

としましては、その辺は取扱量がきっち

り２分の１ずつなっておるだとか、通行

台数が守られておるとか、そういうこと

が主に、この議題になるものというふう

に考えております。

　しかし、その中で、これからいろんな

疑問点等出てくるかもしれませんけれど

も、そのときは会議の中でいろいろと議

論をして対応してまいりたいというふう

に考えております。以上です。

○藤浦雅彦委員長　弘委員。

○弘豊委員　最初の貨物取扱量のですね、

大阪貨物ターミナルの部分も含めてとい

うことで言いましたら、やはりその貨物

の量の、今でもこれだけ差がある、それ

ぞれの貨物駅の容量の差というのも、も

ちろんあるのかもしれないですけれども、

どの駅が使いやすくてとかいうふうなこ

ともですね、業者の中であるんだろうと

なというふうなことがあります。

　そういった意味では、この摂津、吹田、

この地域で今、３月から吹田貨物ができ

た中では、摂津の環境についてしっかり

と守っていく立場からも、この点につい

ては発言をですね、今後とも、この調整

会議の中でもしていただきたいなという

ふうに強く思っております。

　それから、先ほど貨物取扱量以外の部

分でもさまざま議論がされるのかどうか

というふうなことを確認させていただき

ましたけれども、やはり耳に入ってくる

ご意見の中で騒音の問題ですね、これが

やはり、ちょっと耳にします。実際、貨

物を積んだ貨車がですね、早朝深夜ブレー

キをかける、岸辺駅と千里丘駅の間のと

ころにとまっているという場面ですね、

これは多く、私も目にしていますし、耳

にもしています。そうした意味では、吹

田の貨物駅自体は吹田だけれども、その

貨物の貨車がとまっている、その場所は

摂津の市域になっていて、そこのところ

で騒音が大きくなっているんじゃないか

と、そんなご意見も聞いておりますので、

そういったことについてもですね、改善

を図っていくような、そんな手だてを、

ぜひ行っていただきたい。

　今、この調整会議を待たずに、その都

度、何かしらやっぱり対策をとっていこ

うというふうなことでも、おっしゃって

いただいてますから、また、そのことに

ついても、ちょっと今も状況をどういう

ふうに把握しているのかだけ、今お聞き

できたらお願いしたいと思ってます。

　もう１点、この調整会議にかかわって

ですが、ちょっと１回目は聞き漏らしま

したけれども、住民代表の方を２名、会
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議に選出していく、出席させることがで

きるというふうなことで、この資料では

あるわけですけれども、これはどういっ

た方を選ばれるのか、決め方なとがもう

決まっているようでしたら教えてくださ

い。

　最後、もう１点の岸辺駅北側乗場の変

化ですね、その点につきましてですけれ

ども、ご答弁では自由通路のほうをエレ

ベーターでご利用いただくほうが安全に

というふうなことでは、確かにそうかも

しれないんですけれども、でも、これま

でこの地下通路を使っていらっしゃる摂

津の方というのはですね、やはり大分迂

回をして、ここの通路を通られているわ

けです。以前に竹之鼻ガード、坪井ガー

ドのとこで改善が何とかできないのかと

いうふうなことも、私がたびたび議会で

も言ったことがあると思うんですけれど

も、その竹之鼻が近いけれども、そこは

車いすが通れないから、ぐるっと回って

行っているとわけで、そうした方が実際

ね、わずかな距離でも、そのエレベーター

のところまで移動して、それからまたぐ

るっと迂回してというふうなことになっ

ていくわけです。そうした実態把握とい

うか、調査というのができなかったのか

なというふうなこともですね、この際で

すから、聞いておきたいと思います。

　車いすや電動カート、こういうのだけ

でなしに、中にはね、高齢者の方で三輪

の自転車に乗っていらっしゃる方もいる

と思うんですけども、こういった方は、

斜路付階段やっぱり通れないというふう

なことにもなってますから、こういった

点での、ここの地下道のあり方、摂津が

直接ね、工事にかかわるわけではないで

すけれども、そういった声というのも伝

えていっていただくようなことがいると

いうふうに思っております。

　その点について、考えを聞いておきた

いと思います。

○藤浦雅彦委員長　品川参事。

○品川都市計画課参事　それでは、ただ

いまの弘委員のご質問に答弁させていた

だきます。

　まず１点目の、貨物取扱量の今後、会

議の中で摂津の環境を守っていくために、

摂津として発言を行っていっていただき

たいということに関しましては、まさに

我々、摂津を代表して会議に入っていく

立場でございますので、そういった趣旨

で会議に臨んでまいりたいと考えており

ます。

　続きまして、今の現状の問題点等の把

握、今現在の状況把握という点でござい

ますけども、こちらのほうにつきまして

は、確かに吹田貨物ターミナル駅の開業

以前からも貨物についての騒音という声

もいただいておりまして、それにつきま

してＪＲ貨物等とも話をして、ＪＲ貨物

にも直接、市民の方のところにも行って

いただいたという経緯もございます。

　貨物駅が開業後、騒音についても、ま

たご意見をいただきましたので、それに

つきましても、またＪＲ貨物のほうに連

絡しまして、またＪＲ貨物に直接住民の

方に行っていただいたというような経過

もございますので、騒音等につきまして

は、そういった声があるということを我々

も把握しておりまして、その都度、貨物

等への対応を、またお願いしておるとい

うのが現状でございます。

　それと住民代表２名につきましてです

けども、吹田操車場跡地工事説明会とい

うのを毎年度はじめにＪＲをはさんで北

と南で２か所、工事の説明を行っており

ます。この２か所で行っているというこ

とを考えまして、そのＪＲの北側で住民

代表１名、南側で住民代表１名というこ
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とで、今後、参加をお願いしていこうと

いうふうに考えております。

　それと、ＪＲ岸辺駅の斜路付階段の件

につきましてですけども、実態把握調査

ができなかったのかという点につきまし

ては、実態把握という点では、確かに自

転車の通行台数等しか、ちょっと調査は、

吹田市のほうでしておったんですけども、

そういう調査しかしておりませんでした

ので、何台、実際、車いすが通っておる

かというような台数まで把握してはござ

いません。

　ただ、今後、新しくエレベーターがつ

くということで、バリアフリーの中で移

動できるというような中で、さまざまな

ご意見あるかとは思うんですけども、そ

のもともとあった斜路でありますと、結

構、勾配があるがゆえに車いすでは実は

通れないというようなご意見も、やはり

いろんな地下道等ではございますので、

そういった方も含めて斜路等ではなくエ

レベーターで移動できるような自由通路

が今後、設置されたということで、こち

らのほうに、申しわけありませんが迂回

をしていただきたいというふうに考えて

おります。以上です。

○藤浦雅彦委員長　弘委員。

○弘豊委員　絞ってちょっと２点だけ、

最後、聞いておきたいと思います。

　住民代表の会議の出席についてですけ

れども、これまで工事説明会も行ってて、

北と南とそれぞれの会場でということで

把握しておりますが、具体的には公募と

いうか、募集をして決められるのか、こ

ういった方にお願いしていくというふう

な形での委任というのか、そういった形

になるのか、その点、お考えがあったら

聞いておきたいというのと。

　それから、最後の斜路の件ですね、やっ

ぱり今のお話でも納得いかない部分もや

はりあって、その車いすもやはり、今で

も、なかなか勾配ある地下道ですから、

そんなに通っているわけじゃないんです

よ。例えば１日、そこで通行調査したと

しても、その日は１台も通らないという

ふうなことも、もちろんやっぱりあると

思うのです。

　ただ、そうした方たちにとっての、やっ

ぱり利便性というふうなことでですね、

このエレベーターがあるからというふう

なことでしたら、やはりそれはカバーが

できてないというふうにも、私は感じて

おります。

　今、実際工事がやられて、こういう状

況になってますから、これからまた違っ

た形にというふうなことにはならないの

かもしれませんけれども、そういう状況

でありますから、今後ですね、本当にそ

の摂津市内の、竹之鼻でありますとか、

坪井でありますとか、そうしたところの

やはり改良というふうなこともですね、

きちんと将来的な視野に入れて、検討も

していってほしいと要望しておきたいと

いうふうに思っております。以上です。

○藤浦雅彦委員長　品川参事。

○品川都市計画課参事　ただいまのご質

問の中での貨物ターミナル駅調整会議の

住民代表２名を公募するのか、こちらで

候補を決めているのかというご質問につ

いてでございますけども、まだ、ご本人

へは何も話はしていない状態ではありま

すけども、やはり地区の代表ということ

で、そちらの連合自治会長を代表として、

こちらのほうからお願いをしてまいりた

いと考えております。

○藤浦雅彦委員長　土井次長。

○土井都市整備部次長　今の代表の話な

んですけれども、我々、考えている代表

といいますのは、地区を代表して、この

会議で何かを言ってもらうというような
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代表というふうには考えておりません。

　というのは、先ほど言いましたように、

例えば苦情とか、そういうことは日々、

市になり、ＪＲ貨物のほうにご連絡いた

だいて、その都度、対応していくべきも

のというふうに考えております。

　ここで、市民代表を２名参加させるこ

とができる。特に吹田のほうなんですけ

れども、やはりどういう形でやられてお

るのかという、悪い言い方をすると信用

がないみたいなところがありまして、や

はりそういう会議の場に市民も参加して、

それを実感したいというような要望が非

常に大きかったというふうに聞いており

ます。

　その中で、立会人と言ったら変なんで

すけれども、市民の方も入っていただい

て、こういう形で干渉、監視というのか、

管理をされているというのを知っていた

だくという形です。

　決して意見が言えないという状況じゃ

ないんですけれども、その中で貨物運営

上のご意見があって、先ほどありました

ように、大阪貨物ターミナル駅が非常に、

急に取扱量が伸びたのは何でやとか、そ

ういう話は当然、出てくると思いますけ

れども、ここでいう住民代表というは、

地区を代表して意見を言うという立場じゃ

ないというような観点から、地区の代表

として小学校区の代表、自治会のほうに

出席を依頼していこうかなというふうに

思っております。

　誰と限定する必要はないというふうに

思っております。住民の方に入っていた

だいて、こういう形で取扱量なり、車の

台数はちゃんと監視されているんだなと

いうことを市民の方にも知ってもらうと

いうふうな主旨として行っていきたいと

いうふうに思っております。

　今回、初めてですので、いろいろやる

中で、また問題も出てきたら、その都度、

修正をしていくものというふうに考えて

おります。以上でございます。

○藤浦雅彦委員長　吉田部長。

○吉田都市整備部長　先ほど、弘委員さ

んのほうから、竹之鼻のガードと坪井の

ガードの件について、今後も安全対策、

そういう整備について、改良について検

討してくださいということでお話ありま

したので、一言ご答弁申し上げたいと思

いますけど、竹之鼻のガードと坪井のガー

ドに関しましては、本委員会におきまし

て、いろいろ角度を論議しながらですね、

市として、やはり全面的な改修も含めま

してですね、困難であるということを最

終的にご報告させていただきながら、ご

理解をお願いしてきたという経緯がござ

いますので、我々も地元に入っている中

でですね、やはり竹之鼻は全面改修でき

なければ、できる限りのオープン化をし

てもらいたい。坪井については明るいよ

うな空間づくりにやって改良してもらい

たいということを、地元からの要望も踏

まえながらですね、今日まで竹之鼻及び

坪井ガードについては取り組んでまいっ

たと。

　先ほど、委員のおっしゃったみたいに

改良という部分につきましては、物理的、

現実的な話としては、困難であるという

ことだけはご答弁をさせていただきたい

というふうに思っております。以上でご

ざいます。

○藤浦雅彦委員長　ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○藤浦雅彦委員長　ないようですので、

以上で本委員会を閉会をいたします。

（午後１時４５分　閉会）
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委員会条例第２９条第１項の規定により

署名する。

　駅前等再開発特別委員長

　　　　　　　　　　　藤　浦　雅　彦

　駅前等再開発特別委員

　　　　　　　　　　　上　村　高　義
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